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道　標

永
年
、
ザ
ビ
エ
ル

上
陸
記
念
祭
と
し
て

８
月
に
実
施
さ
れ
て

き
た
催
し
を
「
キ
リ

ス
ト
教
伝
来
記
念

祭
」
と
名
称
変
更
し

て
初
め
て
の
実
施
と

な
っ
た
今
年
の
記
念

祭
。
名
称
変
更
を
提

案
し
た
中
野
裕
明
司

教
は
、「
ザ
ビ
エ
ル
が

も
た
ら
し
た
キ
リ
ス

ト
教
の
福
音
こ
そ
が

本
当
の
平
和
」
と
し

て
、
ザ
ビ
エ
ル
の
日

本
上
陸
だ
け
で
な
く

「
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
記
念
祭
を
開
催
し

た
い
と
名
称
変
更
の
理
由
を
語

っ
た
。

ル
カ
福
音
書
の
朗
読
後
に
説

教
し
た
中
野
司
教
は
、
ザ
ビ
エ

ル
上
陸
記
念
碑
と
ザ
ビ
エ
ル
祭

の
歴
史
に
触
れ
た
後
、
記
念
祭

の
名
称
変
更
と
８
月
15
日
の
開

催
に
こ
だ
わ
る
理
由
を
ザ
ビ
エ

ル
書
簡
の
記
述
と
12
世
紀
頃
か

ら
あ
っ
た
聖
母
被
昇
天
へ
の
信

仰
、平
和
旬
間
を
用
い
て
説
明
。

そ
の
後
司
教
自
身
が
今
年
、
沖

り
、
16
人
の
出
席
と
な
っ
た
。

正
午
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
の

日
の
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
紹
介
と
中
野
司
教
に
よ

る
講
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
会

議
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
案
や

福
祉
連
合
の
立
ち
上
げ
、
規
約

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。

福
祉
事
業
は
教
会
の
大
切
な

柱
の
一
つ
で
あ
り
、
見
え
る
愛

の
わ
ざ
の
実
現
と
な
る
。
施
設

内
で
の
ミ
サ
の
あ
り
方
、
職
員

の
理
念
の
継
承
、
施
設
後
継
者

問
題
、
福
祉
施
設
に
教
区
が
も

っ
と
か
か
わ
る
べ
き
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

今
後
は
教
区
福
祉
委
員
会
の

規
約
作
成
へ
の
取
り
か
か
り
、

施
設
間
の
交
流
、
情
報
交
換
な

ど
を
進
め
る
た
め
連
合
体
の
設

立
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
り
、

同
会
議
の
今
後
の
継
続
開
催
を

目
指
し
計
画
し
た
い
と
し
た
。

ま
た
最
後
に
参
加
者
た
ち
は
司

教
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
こ
れ
か

ら
の
教
区
福
祉
事
業
の
発
展
を

祈
願
し
た
。

縄
、広
島
、長
崎
の
平
和
行
事
に

参
列
し
て
感
じ
た
こ
と
と
し

て
、「
教
区
は
あ
ま
り
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
こ
な
か
っ
た
よ
う

だ
。戦
後
74
年
、戦
争
を
知
ら
な

い
人
が
多
く
な
り
、
そ
の
悲
惨

さ
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
。私
た
ち
は
、戦

争
を
起
こ
さ
な
い
仕
組
み
、
考

え
方
、
生
き
方
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。そ
れ
は
富（
貧
し
さ

か
ら
の
脱
出
）
を
選
ぶ
の
か
神

を
選
ぶ
の
か
と
い
う
選
択
に
か

か
っ
て
い
る
。
迷
わ
ず
神
を
選

ぶ
こ
と
の
で
き
る
生
き
方
が
送

れ
る
よ
う
、
ザ
ビ
エ
ル
が
伝
え

た
福
音
を
心
に
刻
ん
で
い
こ

連
責
任
者
会
議
が
行
わ
れ
た
。

鹿
児
島
教
区
内
で
社
会
福
祉

事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は

「
聖
園
老
人
ホ
ー
ム
」
や
「
希

望
の
星
学
園
」
（
福
祉
型
障
害

児
入
所
施
設
）
な
ど
八
つ
。
こ

れ
に
「
鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電

話
」
「
と
そ
子
ど
も
食
堂
」

「
ゆ
ら
い
あ
い
」
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
同
会
議

へ
の
案
内
が
送
付
さ
れ
、
こ
れ

に
教
区
本
部
司
祭
な
ど
が
加
わ

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
？
　
今
回
は
、
教
区
代
表

者
会
議
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
教
会
の
３
つ
の
柱
」
の
う

ち
第
２
番
目
の
柱
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

第
２
番
目
の
柱
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
鍵

と
な
る
言
葉
）
は
「
交
わ
り
と
一
致
」

で
す
。
交
わ
り
と
一
致
は
人
と
人
、
神

と
人
の
交
わ
り
を
指
し
、
そ
れ
は
、
私

た
ち
が
捧
げ
る
ミ
サ
に
お
い
て
見
事
に

実
現
し
て
い
ま
す
。
洗
礼
を
受
け
て
教

会
の
一
員
と
な
っ
た
信
者
は
、
神
学
的

表
現
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
の
一
部

な
の
で
す
。
聖
パ
ウ
ロ
は
言
い
ま
す
、

「
あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ

り
、
一
人
一
人
は
そ
の
部
分
で
す
。
」

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
Ⅰ
、
12

章
27
節
）
と
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
民

の
共
同
体
が
捧
げ
る
こ
の
ミ
サ
は
、
キ

リ
ス
ト
の
体
の
行
為
で
あ
る
と
い
え
る

の
で
す
。
さ
ら
に
教
会
は
、
い
ろ
ん
な

表
現
で
、
こ
の
ミ
サ
の
大
切
さ
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
（
ミ
サ
は
）

キ
リ
ス
ト
教
生
活
全
体
の
泉
で
あ
り
頂

点
で
す
。
諸
秘
跡
も
、
ま
た
同
様
に
す

べ
て
の
教
会
的
役
務
も
使
徒
職
の
仕
事

も
、
す
べ
て
は
聖
体
祭
儀
（
ミ
サ
）
と

結
ば
れ
、
こ
れ
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
実
、
最
も
尊
い
聖
体
祭
儀

（
ミ
サ
）
の
中
に
教
会
の
富
の
す
べ

て
、
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
過
越

し
で
あ
り
生
け
る
パ
ン
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
ご
自
身
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
」

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム

１
３
２
４
番
）
さ
ら
に
「
神
の
生
命
へ

の
交
わ
り
と
神
の
民
の
一
致
と
に
よ
っ

て
教
会
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
聖

体
祭
儀
（
ミ
サ
）
は
キ
リ
ス
ト
に
お
い

て
世
を
聖
と
さ
れ
る
神
の
働
き
の
頂
点

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
人
々
が
キ
リ
ス
ト

を
捧
げ
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
聖
霊

に
お
い
て
御
父
に
さ
さ
げ
る
礼
拝
祭
儀

の
頂
点
で
す
」
（
同
上
　
１
３
２
５

番
）
。

と
こ
ろ
で
「
信
仰
生
活
の
源
泉
と
頂

点
」
を
私
な
り
に
平
た
く
説
明
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
と
頂
点

を
「
初
め
と
終
わ
り
」
と
い
う
表
現
に

置
き
換
え
、
そ
れ
に
「
交
わ
り
と
一

致
」
を
重
ね
て
考
察
す
れ
ば
「
結
婚
と

葬
式
」
に
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
人
に
と
っ
て
人
生
の
始
ま

り
は
生
命
の
誕
生
で
す
が
、
そ
れ
は
夫

婦
の
交
わ
り
と
一
致
か
ら
始
ま
り
、
葬

儀
は
神
と
人
と
の
交
わ
り
と
一
致
を
実

現
し
て
い
る
し
、
そ
れ
を
祈
念
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
信
仰
を
持
つ
者
に
と

っ
て
、
結
婚
式
も
葬
式
も
ミ
サ
の
中
で

行
わ
れ
る
し
、
そ
れ
を
望
み
ま
す
。
そ

れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
神
と
人
が
結

ば
れ
、
ま
た
、
人
と
人
が
結
ば
れ
る
事

を
祈
願
し
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

で
す
。
そ
こ
に
人
間
の
最
高
の
幸
せ
が

あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
「
交
わ
り
と
一
致
」
こ
そ
が
、
私

た
ち
信
仰
者
の
幸
せ
の
原
点
と
考
え
ま

す
が
、
人
間
の
社
会
で
こ
れ
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
方
が
自
覚
し
て
お

ら
れ
る
と
お
り
で
す
。
夫
婦
間
の
不

和
、
親
子
間
の
不
和
、
人
種
間
の
不

和
、
国
家
間
の
不
和
等
。
さ
ら
に
、
私

た
ち
は
主
日
の
ミ
サ
へ
の
参
加
を
妨
げ

る
様
々
な
社
会
の
要
因
に
も
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
曜
出
勤
、
親
族

の
介
護
、
地
域
の
行
事
参
加
、
週
末
の

興
行
等
。

私
た
ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
「
主
日

の
ミ
サ
」
中
心
の
も
の
と
な
り
、
私
た

ち
の
人
生
が
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
歩
む
旅
路
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

司教の手紙

主
日
の
ミ
サ
は
信
仰
生
活
の
源
泉
で
あ
り
頂
点

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

平
和
の
実
現
は
神
を
選
ぶ
生
き
方
か
ら

キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
で
中
野
司
教

う
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
に
は
、
薩
摩

川
内
市
出
身
の
石
田
望
神
父
を

は
じ
め
東
京
、
台
湾
か
ら
の
巡

礼
者
を
引
率
し
て
き
た
３
人
の

司
祭
も
教
区
で
働
く
司
祭
た
ち

と
と
も
に
聖
母
被
昇
天
の
ミ
サ

を
司
式
し
た
。

ミ
サ
後
は
正
午
か
ら
、
鹿
児

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
吉
田
浩
己

会
長
）と
協
力
し
て「
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
を
実
現
さ
せ
よ

う
」と
続
け
て
い
る「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
」が
あ
り
、そ
の
後

は
教
会
ホ
ー
ル
で
茶
話
会
が
開

か
れ
て
交
流
の
ひ
と
時
が
持
た

れ
た
。

８
月
15
日
（
木
）、
午
前
10
時
30
分
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で
「
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
」

が
行
わ
れ
、
２
７
０
人
あ
ま
り
の
信
者
が
参
列
し
、
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
伝
え
た
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
を

思
い
起
こ
し
、「
平
和
の
実
現
の
た
め
に
信
者
が
取
る
べ
き

生
き
方
」
を
確
認
し
た
。

７
月
29
日
（
月
）
、
教
区
福

祉
委
員
会
（
委
員
長
・
石
神
秀

人
助
祭
）
の
呼
び
か
け
に
よ
っ

て
教
区
本
部
で
教
区
内
福
祉
関

連
携
を
確
認

教
区
福
祉
関
係
責
任
者
会

奄
美
宣
教
再
開
記
念
日

９
月
15
日
（
日
）
13
時

名
瀬
聖
心
教
会
・
奄
美
観
光
ホ
テ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

13
時

講
演

押
川
壽
夫
那
覇
教
区
名
誉
司
教

14
時
30
分

記
念
ミ
サ
（
松
永
正
男
神
父
金
祝
）

※
ミ
サ
後
、
記
念
撮
影

17
時

祝
賀
会
（
奄
美
観
光
ホ
テ
ル
）

270人が参列したミサ
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中
学
校
                      ３

男
　
子
             ５
２
１

女
　
子
             ２
１
０

合
　
計
             ７
３
１

高
　
校
                      ３

男
　
子
             ６
７
８

女
　
子
             ３
６
８

合
　
計
          １
０
４
６

短
期
大
学
                   １

男
　
子
　
                ０

女
　
子
             ５
３
７

大
　
学
                      １

男
　
子
                   １

女
　
子
             ６
０
０

合
　
計
             ６
０
１

そ
の
他

保
育
所
                      ２

児
童
養
護
施
設
             ４

老
人
ホ
ー
ム
                ３

そ
の
他
の
老
人
福
祉
事
業
 ８

そ
の
他
の
社
会
福
祉
事
業
 ７

セ
ン
タ
ー
                   １

研
修
・
黙
想
の
家
          １

そ
の
他
の
事
業
             ３

                                  

聖
職
者
の
数

司
教
                         ２

教
区
司
祭
                   25

日
本
人
                   16

外
国
人
                   ９

修
道
会
司
祭
                13

日
本
人
                   ７

外
国
人
                   ６

そ
の
他
司
祭
                ２

日
本
人
                   ０

外
国
人
                   ２

教
区
助
祭
                   ７

修
道
士
                      ３

日
本
人
                   １

外
国
人
                   ２

修
道
女
                １
０
９

日
本
人
                   98

外
国
人
                   11

修
練
・
志
願
者
             ３

日
本
人
                   ０
　

外
国
人
                   ３

教
区
大
神
学
生
             ３

教
会
・
修
道
会

小
教
区
                      29

巡
回
教
会
                   41

男
子
修
道
会
                １

男
子
宣
教
会
                ２

女
子
修
道
会
                ８

修
道
院
                      21

男
子
修
道
院
             ４

女
子
修
道
院
             17

幼
稚
園
・
学
校

幼
稚
園
                      21

男
　
児
          １
２
３
９

女
　
児
          １
２
８
３

合
　
計
          ２
５
２
２

鹿児島教区教勢 2018年12月3１日現在

９月14日は戦後の奄美教会の夜明け
オーバン神父の「宣教日誌」から振り返る

演　題：「宣教日誌」について
日　時：９月14日（土）時間は調整中
場　所：名瀬聖心教会
講　師：松田清四朗神父（コンベンツア

ル会・「宣教日誌」訳者）
1947年9月14日、13年間、司祭の不在だ
った奄美大島に上陸したカプチンフランシ
スコ会のレイモンド・オーバン神父は聖座
とグアムの司教への報告書を書き綴った。
そこには当時の奄美大島の様子が書き記さ
れていた。その内容について、訳者・松田
清四朗神父が解説する。

鹿
児
島
教
区
の
信
徒
総
数
が

９
０
０
０
人
に
満
た
な
く
な
っ

た
の
は
２
０
１
５
年
の
統
計
か

ら
。
昨
年
の
信
徒
総
数
は
２
０

１
７
年
末
の
統
計
（
８
８
１
３

人
）
よ
り
も
若
干
の
伸
び
は
見

せ
て
い
る
も
の
の
、
亡
く
な
る

方
が
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
１
２
０

人
あ
ま
り
い
る
の
に
対
し
て
、

受
洗
者
数
は
１
０
０
人
に
満
た

な
い
。
求
道
者
数
も
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
し
ば
ら

く
の
間
は
９
０
０
０
人
台
に
到

達
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。信

徒
数
で
は
な
く
、
信
徒
の

養
成
に
目
を
向
け
る
と
教
会
学

校
の
様
子
が
気
が
か
り
で
あ

る
。最
近
の
統
計
で
は
、２
０
１

５
年
に
幼
稚
園
児
・
小
学
生
を

対
象
に
し
て
い
た
教
会
学
校
に

通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
１

７
３
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
毎

年
減
少
し
、今
年
は
１
２
７
人
。

教
会
学
校
が
開
か
れ
て
い
な
い

小
教
区
も
約
半
分
を
占
め
、
教

会
と
子
ど
も
た
ち
を
取
り
囲
む

社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
が
懸

念
さ
れ
る
。

こ
れ
は
主
日
の
ミ
サ
の
参
列

者
数
を
見
て
も
分
か
る
こ
と

で
、
信
徒
実
数
に
対
す
る
主
日

の
ミ
サ
参
列
者
は
23
％
あ
ま
り

と
決
し
て
多
く
は
な
い
。
信
徒

一
人
ひ
と
り
心
構
え
だ
け
で
な

く
、
仕
事
や
家
庭
環
境
が
主
日

の
ミ
サ
へ
の
参
列
を
困
難
に
さ

せ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め

て
主
日
の
ミ
サ
に
参
列
で
き
な

い
と
き
の
祈
り
や
犠
牲
、
愛
の

わ
ざ
の
実
践
に
つ
い
て
も
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

ま
た
表
で
は
下
記
の
表
で

「
不
明
」と
記
さ
れ
て
い
る
居
所

不
明
者
数
は
相
変
わ
ら
ず
多

い
。
き
っ
か
け
は
所
属
小
教
区

か
ら
移
動
す
る
際
に
信
徒
が
主

任
司
祭
へ
の
届
け
出
を
怠
る
な

ど
し
た
た
め
で
、
転
居
の
際
に

教
会
へ
連
絡
す
る
義
務
を
徹
底

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

信
徒
を
管
理
す
る
担
当
者
も
信

徒
名
簿
や
台
帳
か
ら
居
所
不
明

者
と
し
て
扱
う
の
か
、
明
ら
か

に
存
在
し
な
い
と
し
て
処
理
し

て
し
ま
う
の
か
、
担
当
者
そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
に
差
が
あ
る
こ
と

も
事
実
。
今
後
の
検
討
課
題
だ

ろ
う
。

教
区
の
信
徒
総
数
は
８
９
０
７
人

２
０
１
８
年
「
教
区
教
勢
」
ま
と
ま
る

講演会のお知らせ
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あ
な
た
へ
〜
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

に
学
ぶ
神
さ
ま
の
愛
」）の
講
師

に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
片
柳
弘

史
神
父（
宇
部
教
会
主
任
司
祭
）

が
招
か
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
１
４
０
人
あ

ま
り
の
幼
稚
園
教
職
員
に
挨
拶

し
た
頭
島
光
神
父
（
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
協
会
会
長
）
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
の
質

の
向
上
を
目
指
す
に
は
、
私
た

ち
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
不
可
欠
」
と
説

き
、
そ
の
上
で
マ
ザ
ー

の
も
と
で
働
き
、
マ
ザ

ー
に
背
中
を
押
さ
れ
て

司
祭
へ
の
道
を
歩
ん
だ

片
柳
神
父
（
48
歳
）
を
紹

介
し
た
。

片
柳
神
父
は
24
日
午

後
、
二
回
の
講
話
で
マ

ザ
ー
と
の
出
会
い
と
そ

の
人
と
な
り
か
ら
、
出

会
う
人
に
「
愛
さ
れ
て

い
る
」
と
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
マ
ザ
ー
に
は

「
あ
な
た
に
会
え
て
嬉

し
い
と
い
う
笑
顔
が
あ

る
」「
大
切
な
も
の
に
出

夏
休
み
恒
例
の
「
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
教
職
員
研
修
大
会
」

が
７
月
24
日（
水
）と
25
日（
木
）

の
２
日
間
、
霧
島
市
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
。
県
内
の
カ
ト
リ

ッ
ク
幼
稚
園
で
働
く
教
職
員
の

質
の
向
上
と
親
睦
を
図
る
た
め

に
開
か
れ
て
い
る
こ
の
研
修
会

も
今
年
で
50
回
目
。
今
年
の
こ

の
記
念
す
べ
き
研
修
会
（
テ
ー

マ
「
世
界
で
一
番
た
い
せ
つ
な

１
日
（
日
）
年
間
第
22
主
日

▼
川
渕
勇
神
父
命
日
（
１
９
９
７
年
）

▼
被
造
物
を
大
切
に
す
る
世
界
祈
願
日

３
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

６
日
（
金
）
朴
鎭
亮
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
５
年
）

８
日
（
日
）
年
間
第
23
主
日

▼
七
田
和
三
郎
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）

14
日
（
土
）
十
字
架
称
賛

15
日
（
日
）
年
間
第
24
主
日
（
司
教
座
教
会
献
堂
記
念
日
）

▼
奄
美
宣
教
再
開
記
念
日
ミ
サ
・
聖
心
教
会
・
13
時

16
日
（
月
）
教
区
の
日
ミ
サ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
・
10
時

21
日
（
土
）
聖
マ
タ
イ
使
徒
福
音
記
者

22
日
（
日
）
年
間
第
25
主
日

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
朴
昶
奎
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
６
年
）

▼
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日
（
献
金
）

23
日
（
月
）
司
祭
評
議
会
・
14
時
・
教
区
本
部

▼
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

▼
李
秉
德
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
７
年
）

▼
ダ
ニ
エ
リ
神
父
命
日
（
２
０
０
３
年
）

▼
バ
ル
ビ
ニ
神
父
命
日
（
２
０
０
４
年
）

24
日
（
火
）
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
・
教
区
本
部
・
10
時

27
日
（
金
）
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
５
９
年
）

▼
松
永
正
男
神
父
霊
名
（
聖
ビ
ン
セ
ン
チ
オ
）

29
日
（
日
）
年
間
第
26
主
日

▼
テ
ィ
エ
ン
神
父
霊
名
（
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
）

〔
司
教
日
程
〕
８
日
指
宿
教
会
、
15
日
奄
美
宣
教
再
開
記
念
ミ
サ
、

16
日
教
区
の
日
ミ
サ
、
20
日
臨
時
司
教
会
議
（
東
京
）
、
23
日
司
祭

評
議
会
及
び
教
区
司
祭
会
、
24
日
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

世
界
共
通

海
洋
の
保
全

日
本
の
教
会

す
べ
て
の
被
造
物
の
尊
重

片
柳
神
父
か
ら
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
愛
を
学
ぶ

恒
例
の
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
教
職
員
研
修
会

会

と

催

し

９
月

会
っ
た
と
い
う
輝
く
瞳
が
あ

る
」「
あ
な
た
の
こ
と
を
知
り
た

い
と
い
う
じ
っ
と
聞
い
て
く
れ

る
姿
勢
が
あ
る
」「
手
を
握
り
ぬ

く
も
り
を
伝
え
て
く
れ
る
」
な

ど
の
接
し
方
の
特
徴
が
あ
る
。

ま
る
で
「
マ
ザ
ー
は
出
会
う
人

た
ち
の
中
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス

ト
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
だ
」

と
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
片
柳
神
父
は
マ
ザ

ー
の
言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、

具
体
的
に
愛
に
つ
い
て
語
り
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
は

マ
ザ
ー
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
に
「
私
が
一
番
愛

さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
さ
せ
て

欲
し
い
と
願
っ
た
。

こ
の
日
の
夜
は
懇
親
会
が
開

か
れ
、
翌
日
に
は
分
か
ち
合
い

と
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
て
、
研

修
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

マ
タ
イ
で
は
「（
聖
家
族
は
）

ヘ
ロ
デ
が
死
ぬ
ま
で
そ
こ
（
エ

ジ
プ
ト
）に
い
た
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
（
２
・
15
）。
と
い
う
こ

と
は
、
マ
タ
イ
は
ヤ
ロ
ブ
ア
ム

と
イ
エ
ス
様
を
か
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
嘗
て
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
エ
ス
様

は
歴
史
の
転
換
点
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
こ
こ
に
福
音
記
者
マ

離
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
た

の
で
す
。こ
う
し
た
折
、エ
フ
ラ

イ
ム
人
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
が
ソ
ロ
モ

ン
に
対
し
て
謀
反
を
起
こ
し
た

の
で
す
が
、鎮
圧
さ
れ
た
た
め
、

ヤ
ロ
ブ
ア
ム
は
や
む
な
く
エ
ジ

プ
ト
へ
逃
亡
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。し
か
し
、ソ
ロ
モ
ン
の
死

後
、
北
王
国
の
諸
部
族
た
ち
は

ダ
ビ
デ
王
家
と
の
関
係
を
断
ち

切
り
、
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
を
王
と
し

た
の
で
す
。
ま
さ
に
彼
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
歴
史
の
転
換
期
に
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
す
（
列
王
上
11
・
26
〜
28
、

40
）。

タ
イ
の
巧
み
さ
を
読
み
解
け
ま

す
。話

は
変
わ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ

ル
が
南
北
に
分
裂
し
た
歴
史
的

理
由
を
簡
単
に
お
話
し
し
ま

す
。
ソ
ロ
モ
ン
王
と
は
ダ
ビ
デ

の
息
子
で
す
。
彼
の
時
代
に
イ

ス
ラ
エ
ル
が
最
も
栄
え
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ロ
モ
ン
は

商
業
活
動
の
振
興
と
発
展
を
背

景
と
し
て
、
贅
の
限
り
を
尽
く

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
支
え
る
た

め
の
過
酷
過
ぎ
る
租
税
と
強
制

労
働
に
よ
っ
て
、
北
王
国
で
は

ソ
ロ
モ
ン
に
対
す
る
不
満
が
募

っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

ダ
ビ
デ
王
朝
の
支
配
か
ら
の
分

主
の
天
使
の
お
告
げ
を
受

け
て
、
ヨ
セ
フ
は
マ
リ
ア
様
と

イ
エ
ス
様
と
共
に
エ
ジ
プ
ト
に

行
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
事
実

で
あ
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、福
音
記
者
マ
タ
イ
は「
わ
た

し
は
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
わ
た
し

の
子
を
呼
び
出
し
た
」
と
い
う

預
言
の
成
就
で
あ
る
（
２
・

15
）、と
し
て
い
ま
す
。確
か
に
、

ホ
セ
ア
の
預
言
に
は
、「
ま
だ
幼

か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
を
わ
た
し

は
愛
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
か
ら
彼

を
呼
び
出
し
、
わ
が
子
と
し

た
。」
と
あ
り
ま
す
（
ホ
セ
ア

11
・
１
）。
し
か
し
、
聖
家
族
が

エ
ジ
プ
ト
に
避
難
し
た
背
景
に

は
、列
王
記
の「
ソ
ロ
モ
ン
は
ヤ

ロ
ブ
ア
ム
を
殺
そ
う
と
し
た

が
、
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
は
直
ち
に
エ

ジ
プ
ト
の
王
シ
シ
ャ
ク
の
も
と

に
逃
亡
し
、
ソ
ロ
モ
ン
が
死
ぬ

ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
と
ど
ま
っ

た
。」も
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す

（
列
王
記
上
11
・
40
）。
ご
存
知

の
通
り
、
嘗
て
イ
ス
ラ
エ
ル
王

国
は
南
と
北
に
分
裂
し
ま
し

た
。
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
と
は
北
王
国

の
最
初
の
王
で
す
。

イ
エ
ス
と
ヤ
ロ
ブ
ア
ム

鹿
児
島
の
様
々
な
宗
教
団
体

が「
共
に
生
き
・
共
に
和
す
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
２
０
１
１
年
５

月
に
設
立
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県

宗
教
者
懇
和
会
」
が
主
催
す
る

「
８
・
６
平
和
巡
礼
『
原
爆
の

火
』
と
と
も
に
」
が
８
月
６
日

（
火
）
午
後
、
鹿
児
島
市
で
あ
っ

た
。こ

の
日
、
平
和
巡
礼
に
参
加

し
た
の
は
、
神
道
、
仏
教
、
キ
リ

ス
ト
教
な
ど
様
々
な
宗
教
、
宗

派
の
指
導
者
た
ち
と
信
者
た
ち

の
約
80
人
。
鹿
児
島
市
の
天
文

館
や
山
形
屋
前
な
ど
で
「
こ
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
」
と

募
金
活
動
を
行
っ
た
後
、
ザ
ビ

エ
ル
教
会
で
開
会
式
を
開
き
、

そ
の
後
、
平
和
巡
礼
を
実
施
し

た
。巡

礼
団
は
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会

に
お
い
て
中
野
司
教
の
導
き
で

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

「
平
和
を
願
う
祈
り
」を
唱
え
た

後
に
出
発
。
ザ
ビ
エ
ル
教
会
か

ら
高
見
馬
場
、い
づ
ろ
、山
形
屋

前
な
ど
を
経
由
し
て
西
本
願

寺
、
照
国
神
社
を
巡
り
、
そ
の

後
、
照
国
神
社
横
の
探
勝
園
で

原
爆
の
火
の
点
火
式
を
行
っ

た
。
ま
た
そ
の
後
は
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
も
実
施
さ
れ
た
。

マザーテレサの愛の伝え方を学ぶ《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
⒄
》

短
　
歌

吉
野
教
会
　
中
江
　
均

赤
い
バ
ラ
祭
壇
飾
り
柩
埋

め
先
立
つ
連
れ
に
添
い
送

る
ミ
サ

竜
宮
が
海
か
ら
空
へ
移
り

し
や
亀
さ
ん
代
り
ハ
ヤ
ブ

サ
二
号 文

　
芸

平和願って街中を行進
神父さんもお坊さんも神主さんも
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あ
る
モ
ス
ク
に
違
い
な
い
。
あ

た
り
は
ま
だ
真
っ
暗
。
６
時
半

朝
食
、
そ
れ
が
済
む
こ
ろ
ま
だ

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
声
が
。
朝

の
礼
拝
、
長
い
の
だ
な
。

７
時
50
分
に
出
発
。
１
時
間

ほ
ど
か
け
て
支
援
地
へ
。
今
日

と
明
日
は
ナ
ラ
ウ
ェ
ヨ
・
キ
シ

ー
タ
地
区
の
訪
問
。
ま
ず
は
地

区
の
事
務
所
へ
。
事
務
所
に
着

く
前
か
ら
雨
が
降
り
は
じ
め

る
。事
務
所
裏
の
テ
ン
ト
で
、こ

の
地
区
の
支
援
の
説
明
と
こ
ど

も
た
ち
か
ら
感
謝
の
言
葉
。
雨

が
激
し
く
な
っ
て
き
て
「
こ
の

ま
ま
降
り
続
け
た
ら
、
チ
ャ
イ

ル
ド
と
の
交
流
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
」
と
心
配
に

な
る
。で
も
、説
明
が
終
わ
る
こ

ろ
、
雨
は
き
れ
い
に
あ
が
っ
た
。

そ
し
て
、
陽
が
出
る
と
乾
く
の

は
と
て
も
は
や
い
。
乾
季
な
の

で
洗
濯
物
も
す
ぐ
乾
く
と
聞
い

て
い
た
。
交
流
場
所
の
キ
ヌ
ン

ダ
小
学
校
に
着
い
た
と
き
は
、

も
う
芝
生
ま
で
乾
き
か
け
て
い

た
。い

よ
い
よ
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん

と
の
対
面
。
毎
年
成
長
記
録
は

届
く
の
で
、
こ
ち
ら
は
ナ
フ
リ

ラ
ち
ゃ
ん
の
顔
は
わ
か
っ
て
い

た
。
こ
ち
ら
か
ら
も
写
真
を
何

回
か
送
っ
て
い
る
の
で
「
わ
か

っ
て
く
れ
る
か
な
」
と
思
っ
た

が
、
直
接
会
う
の
は
や
は
り
印

象
が
違
う
。
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん

は
、
写
真
な
ど
か
ら
想
像
し
て

い
た
よ
り
は
ず
っ
と
小
柄
で
あ

っ
た
。
15
歳
な
の
だ
が
日
本
の

女
子
高
生
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て

見
え
る
。
栄
養
状
態
の
関
係
も

あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
兄
弟

姉
妹
た
ち
も
一
緒
に
来
る
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
と

お
じ
さ
ん
と
３
人
だ
け
で
来
た

プ
を
埋
め
る
方
策
を
提
示
し
て

は
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
教
科
書

的
で
実
効
性
に
乏
し
い
で
す
。

つ
ま
り
、
専
門
家
も
行
政
も
住

民
同
様
意
識
と
行
動
の
間
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
見
方
を
変
え
て
、
２

０
４
０
年
問
題
を
巨
大
地
震
と

少
子
高
齢
化
が
も
た
ら
す
結

果
、
す
な
わ
ち
、
「
貧
困
化
の

危
機
」
に
焦
点
を
当
て
て
考
え

て
み
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
生

活
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
と
し

て
２
０
４
０
年
問
題
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。

貧
困
化
の
危
機
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
の

高
さ
を
知
る
と
理
解
で
き
ま

す
。
日
本
は
経
済
大
国
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
相
対
的
貧
困

率
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
先
進

国
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い

で
２
番
目
に
貧
困
層
の
厚
い
国

で
す
。
２
０
１
５
年
の
厚
生
労

働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

よ
る
と
、
月
10
万
円
で
生
活
す

る
相
対
的
貧
困
層
は
15
・
６
％

を
数
え
、
６
人
に
１
人
が
貧
困

に
苦
み
、
こ
の
状
態
が
長
く
続

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
見
え
て
く
る
の

は
、
国
と
企
業
と
国
民
が
一
体

と
な
っ
て
２
・
４
％
の
富
裕
層

に
仕
え
て
い
る
と
い
う
日
本
経

済
の
姿
で
す
。
「
偽
善
者
た

ち
、
あ
な
た
が
た
は
大
地
や
空

模
様
を
見
分
け
る
こ
と
を
知
っ

て
い
な
が
ら
、
ど
う
し
て
今
の

時
代
を
見
分
け
る
こ
と
を
知
ら

な
い
の
か
。
（
ル
カ
12
・

56
）
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
こ
と

ば
が
胸
に
刺
さ
り
ま
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
「
人
は
だ
れ
も
二

人
の
主
人
（
神
と
富
）
に
兼
ね

危
機
に
対
す
る
聖
書
の
眼
差
し

前
回
の
話
は
、
巨
大
地
震
の

到
来
と
行
政
の
機
能
不
全
と
い

う
国
難
と
も
い
う
べ
き
２
０
４

０
年
問
題
に
対
し
て
、
専
門
家

も
行
政
担
当
者
も
住
民
も
「
我

が
事
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
れ
を
よ
く
示
す
の
が
以
下

の
事
例
で
す
。

巨
大
地
震
に
つ
い
て
国
民
の

８
割
前
後
が
「
近
い
将
来
発
生

す
る
と
思
う
」
と
回
答
し
て
い

る
の
に
対
し
、
家
具
の
転
倒
防

止
を
行
っ
て
い
る
人
は
３
割
未

満
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
専
門
家

や
行
政
は
、
危
機
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」

と
い
う
人
間
心
理
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し
て
捉
え
、
そ
の
ギ
ャ
ッ

仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
マ

タ
イ
６
・
24
）
」
と
い
う
こ
と

ば
が
素
直
に
心
に
入
っ
て
き
ま

す
。
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
た

よ
う
な
感
じ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

２
０
４
０
年
問
題
に
対
す
る
行

政
担
当
者
や
専
門
家
た
ち
が
語

る
こ
と
は
、
被
害
や
損
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
躍

起
に
な
る
あ
ま
り
、
そ
の
原
因

を
究
明
す
る
こ
と
に
は
無
関
心

で
あ
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
危
機
の
到

来
を
「
産
み
の
苦
し
み
の
始
ま

り
」
（
マ
ル
コ
13
・
８
）
と
す

る
聖
書
の
見
方
は
、
わ
た
し
た

ち
を
富
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
、

新
し
く
生
き
直
す
道
を
開
い
て

く
れ
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
す
。

「
わ
た
し
た
ち
は
苦
難
さ
え

誇
り
と
し
て
い
ま
す
。
苦
難
は

忍
耐
を
、
忍
耐
は
試
練
に
磨
か

れ
た
徳
を
、
そ
の
徳
は
希
望
を

生
む
と
い
う
こ
と
を
わ
た
し
た

ち
は
知
っ
て
い
ま
す
」
（
ロ
マ

書
５
・
３
）
。

パ
ウ
ロ
に
よ
れ
ば
、
産
み
の

苦
し
み
と
は
キ
リ
ス
ト
と
と
も

に
死
に
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と

っ
て
２
０
４
０
年
問
題
は
、
キ

リ
ス
ト
に
近
づ
く
よ
い
機
会
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
な
ら
、
そ
の
対

処
の
仕
方
や
と
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て
は
、
信
仰
が
答
え
を
出

す
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
糧
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
正
義
と
平
和
協
議
会
会
員

上
坪
憲
治
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
９
月
21
日
（
土
曜

日
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

７
月
31
日
、
ホ
イ
マ
の
ホ
テ

ル
２
泊
目
。夕
食
で
、ビ
ー
ル
を

注
文
。
昨
日
は
あ
ま
り
に
夕
食

が
遅
か
っ
た
の
で
、休
肝
日（
お

酒
を
飲
ま
な
い
日
の
こ
と
）
に

し
た
の
だ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
と
い

う
銘
柄
で
、
５
０
０
０
シ
リ
ン

グ
、
お
よ
そ
１
７
０
円
く
ら
い

で
あ
る
。
カ
ン
パ
ラ
で
飲
ん
だ

ナ
イ
ル
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
半
分

以
下
の
値
段
。
ホ
テ
ル
の
格
が

だ
い
ぶ
違
う
。夕
食
の
と
き
、Ｋ

さ
ん
と
隣
り
あ
わ
せ
。
Ｋ
さ
ん

の
チ
ャ
イ
ル
ド
も
明
日
の
ナ
ラ

ウ
ェ
ヨ
・
キ
シ
ー
タ
地
区
。
お

み
や
げ
の
話
を
し
て
い
た
ら
、

Ｋ
さ
ん
が
た
く
さ
ん
持
っ
て
き

す
ぎ
た
ら
し
く
、
少
し
も
ら
っ

て
く
れ
な
い
か
と
い
う
。特
に
、

自
分
用
の
予
備
の
靴
を
持
っ
て

き
た
け
ど
、
使
い
そ
う
も
な
い

か
ら
お
み
や
げ
に
ど
う
ぞ
と
お

っ
し
ゃ
る
。実
は
、訪
問
先
に
て

作
業
な
ど
が
あ
り
、
汚
れ
て
も

い
い
よ
う
な
服
と
履
き
物
を
、

と
あ
ら
か
じ
め
Ｗ
Ｖ
Ｊ
（
ワ
ー

ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
）か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、

Ｋ
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
用
意
し
て

い
た
の
だ
。
Ｋ
さ
ん
の
チ
ャ
イ

ル
ド
は
男
の
子
だ
か
ら
、
お
み

や
げ
に
は
使
え
な
い
と
。
あ
り

が
た
く
頂
戴
す
る
こ
と
に
。
旅

行
準
備
の
と
き
、
自
分
も
お
み

や
げ
に
靴
を
、
と
思
っ
て
は
み

た
の
だ
が
、
サ
イ
ズ
や
好
み
も

わ
か
ら
な
い
し
、
荷
物
に
な
る

か
ら
や
め
た
の
だ
っ
た
。
事
前

の
案
内
で
、
服
や
靴
は
貴
重
品

だ
か
ら
喜
ば
れ
る
と
は
わ
か
っ

て
い
た
の
だ
が
。そ
れ
に
、今
日

の
キ
ル
ヤ
ン
ガ
地
区
の
交
流
の

よ
う
す
を
見
て
、
自

分
が
持
っ
て
き
た

分
の
お
み
や
げ
だ

け
で
は
少
な
い
か

な
と
思
っ
た
の
で
、

本
当
に
よ
か
っ
た
。

８
月
１
日
、
朝
５

時
過
ぎ
に
起
床
。
５

時
40
分
こ
ろ
、
い
き

な
り
ス
ピ
ー
カ
ー

で
石
焼
き
い
も
の

よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
。
こ
れ
が
あ
の

ア
ザ
ー
ン
な
の
か
、

と
気
づ
く
。
昨
日
ホ

テ
ル
へ
入
る
道
路

の
反
対
側
に
見
つ

け
た
イ
ス
ラ
ム
の

学
校
の
と
こ
ろ
に

と
い
う
。
こ
こ
か
ら
15
㎞
の
道

を
歩
い
て
来
た
そ
う
だ
。
お
父

さ
ん
が
早
く
に
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
支
援
の
は
じ
め
か
ら

知
っ
て
い
た
。
で
も
お
じ
さ
ん

が
一
緒
な
の
は
予
想
外
だ
っ

た
。
ど
う
や
ら
兄
弟
姉
妹
の
中

に
は
、
お
じ
さ
ん
の
こ
ど
も
た

ち
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
。
こ

の
あ
た
り
で
は
親
戚
の
こ
ど
も

た
ち
も
兄
弟
姉
妹
と
数
え
る
ら

し
い
。そ
う
い
え
ば
、新
約
聖
書

の
中
に
も
、
イ
エ
ス
の
兄
弟
姉

妹
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
そ

れ
は
イ
エ
ス
の
い
と
こ
た
ち
を

指
す
、
と
伝
統
的
に
解
釈
さ
れ

て
い
る
。さ
っ
そ
く
、お
み
や
げ

を
渡
す
。ま
ず
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
。そ

れ
か
ら
ノ
ー
ト
、鉛
筆
、ボ
ー
ル

ペ
ン
、家
族
の
写
真
や
、ア
ル
バ

ム
。
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
な
が

ら
渡
し
て
い
く
の
だ
け
ど
、
な

ん
と
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
は
一
回

一
回
ひ
ざ
ま
ず
い
て
、
ま
る
で

家
来
が
王
様
か
ら
何
か
を
受
け

取
る
よ
う
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
９
月
号

ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
 ２
０
１
８

ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
と
対
面
⑧

谷
山
教
会
信
徒

岩

崎

正

幸

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
貧
し
い
国

の
子
ど
も
の
支
援
を
続
け
て
い
る
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
教
諭
の

岩
崎
正
幸
さ
ん
は
、
昨
年
夏
、
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
い

る
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
は
生
徒
の
た
め
に
と
執
筆

し
た
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
２
０
１
８
」
の
８
回
目
。

ナフリラちゃんにプレゼントを渡し、写真の説明

受
け
取
る
で
は
な
い
か
。
本
物

の
王
様
な
ん
て
見
た
こ
と
な
い

け
ど
、
映
画
や
劇
で
見
る
よ
う

な
シ
ー
ン
。「
そ
ん
な
こ
と
し
な

い
で
」と
言
い
た
い
の
だ
が
、う

ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
。も
う
、

手
振
り
や
身
振
り
で
伝
え
る
し

か
な
か
っ
た
。と
こ
ろ
で
、ナ
フ

リ
ラ
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
そ
れ
が

名
字
か
と
思
っ
て
い
た
。
ど
う

や
ら
こ
の
あ
た
り
の
人
た
ち
、

名
字
は
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
い

わ
ゆ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
は

父
親
の
名
前
を
使
う
の
だ
と
い

う
。
こ
の
あ
た
り
も
新
約
聖
書

の
世
界
だ
。
ヨ
セ
フ
の
子
イ
エ

ス
と
い
う
言
い
方
と
同
じ
。
ナ

フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
は
も
う
ひ
と
つ

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
と
い
う
名
前
を

も
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
洗
礼
名

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
）。
ず

っ
と
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
が
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
だ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
。
他
の
チ
ャ
イ
ル
ド
た

ち
も
み
ん
な
現
地
の
名
前
と
洗

礼
名
を
も
っ
て
い
る
。

司教座教会献堂記念日
-９月16日（月）10時-

鹿児島カテドラル・ザビエル教会

プログラム
10：00　ミサ（ダイヤモンド・金祝聖職者祝い）
11：00　茶話会


